
　ちょうど 1 年前にこのコラムに書かせていた
だいたが，私の住んでいる住宅団地には建築協
定があり，敷地内の緑化が義務付けられてい
る。従って敷地に何か植物を植える必要があ
る。我が家では植えるのであれば食べられるも
のが良いと，家の周囲に何種類か実や芽が食べ
られる木などを植えてみたのであるが，今回は

（木ではないのだが）アスパラガスについて紹介
しようと思う。
　さて，家を建ててから 3 年ほど経った頃ホー
ムセンターでアスパラガスの苗（根）を見かけ
た。アスパラは好物であるし，一応敷地の緑化
にも多少は役に立つように思われたので，これ
を 1 株買って裏庭に植えてみた。ただ，近所の
スーパーで売っているアスパラガスの産地でよ
く見かけるのは北海道，長野県などであり，な
んとなく寒い地方のものという印象があった。
そのため比較的温暖な地域にある我が家の辺り
でうまく育つかどうかよくわからず，少し心配
であった。
　実際に植えてみると，翌年に箸くらいの太さ
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の細い芽が何本かでた。苗の説明書に 1 ～ 2 年
は食べずに株を大きくした方が良いと書いて
あったので，食べるのを我慢してそのまま伸び
るに任せておいた。その後は急速に根を張って
いったようで，3 年目くらいからスーパーで売
られている程度の太さの芽が出るようになっ
た。どこかでアスパラガスは肥料を沢山必要と
すると聞いたことがあったので，伸びた根があ
る辺りに穴を掘って肥料を多めにあげた。その
甲斐があったのか，ここ何年かはこの株から，
毎年 100 本程度のアスパラが採れるようになっ
ている。
　アスパラガスについてはアスパラギン酸が含
まれていて疲労回復に良いことくらいしか知識
が無かったので，遅ればせながらこの原稿を書
くに当たって調べてみた。まずアスパラガスの
原産地は，地中海沿岸を含むヨーロッパの辺り
と言われており，温暖な地域から比較的寒冷な
地域まで含まれているようである。結果的に我
が家の辺りの気候はやや雨が多いが，アスパラ
ガスの生育に概ね適していたと思われる。学名
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は Asparagus officinalis L. で，officinalis は「薬
用になる」という意味のラテン語が語源とのこ
とであった。確かに上記のアスパラギン酸以外
にも，動脈硬化，心臓疾患，認知症などの予防
に効果があると言われるルチンなどが多く含ま
れているとのことで，その効能が遥か昔から認
められていたことがうかがわれる。日本には江
戸時代にオランダから観賞用に持ち込まれたと
のことで，和名はオランダキジカクシ（阿蘭陀
雉隠）である。我が家のアスパラも 3 月下旬～
4 月初旬から徐々に芽が出てきて，順次収穫し
ていくのであるが，特に雨が降った後などは一
斉に芽が出てきて急速に伸びる。そのため
ちょっと油断すると写真のような状態になる。

　特に雨が続くと裏庭に生い茂っているトマト
や雑草をかき分けて採りに行くのがおっくうに
なり，毎年梅雨明けのころには裏庭の一角に高
さ 1.5m くらいのこんもりとしたアスパラの茂
みができる。確かに雉くらいであれば十分隠れ
ることができる感じである。
　裏庭で採ったアスパラは，ラップに包んで冷
蔵庫に立てて入れて，たいてい半日～ 1 日以内
に電子レンジで加熱して食べてしまうのである
が，採れたてのものは旨味に加えてかなり甘み
があり，とても美味しい。私はマヨネーズをつ

けて食べるのが好みであるが，マヨネーズが嫌
いで塩コショウで食べる我が家の子供に言わせ
ると，「市販のアスパラとは別物」の旨さとのこ
とである。裏庭のアスパラは無農薬でほぼ有機
質肥料ではあるが，採れたてのものと暫く冷蔵
庫に入れておいたものでも甘みや旨味に差を感
じることから，別物となっている主な理由は
採ってから食べるまでの時間だと思われる。甘
みに寄与する主な成分はアスパラギンとグルタ
ミンで，旨味についてはグルタミン酸とのこと
であるので 1），これらの成分が時間とともに
減っていくのであろう。従って，甘くて美味し
いアスパラにはこれらの成分が多く含まれてい
ると思われ，たまたまではあるが，なかなか良
いものを植えたということがわかった。
　アスパラを植えて初めてわかったのである
が，アスパラは秋になると直径 3 ～ 4mm の赤
い小さな実をたくさんつける。その実はやがて
地面に落ちるのであるが，翌年の春，たまに写
真のように芽を出して育つことがある。茎の太
さは，最初は縫い針程度であるが，これを日当
たりの良い場所に植え付けるとその翌年には爪
楊枝～串くらいの太さのアスパラが何本か芽を
出し，3 年ほど経つと箸くらいとなって，写真
のようにアスパラらしくなる。このようにして
アスパラの株が増え，現在裏庭のアスパラは全

　【種から芽を出して3年ほど経った
アスパラ】

　【一斉に出てきたアスパラ】　 　【種から芽を出した年のアスパラ】　
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部で数株になっている。新しい株からはなかな
か元の株ほどには収穫できないが，昨年は全部
で 140 本程度の収穫があった。まだまだ好きな
だけ食べられる状況にはなっていないが，裏庭
のアスパラは 4 月頃から 6 月の終わり頃にかけ
て我が家の食卓の楽しみ（＋おそらく健康増進
の助け）になっている。また，夏から秋にかけ
ては，本来の目的である我が家の敷地の緑化に
も多少は貢献しているようである。
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